
大分工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 トライボロジー
科目基礎情報
科目番号 1420 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 佐々木信也　志摩政幸　野口昭治　他　｢はじめてのﾄﾗｲﾎﾞﾛｼﾞｰ｣
担当教員 伊東 徳
到達目標
(1) 摩擦の機構や摩耗の種類及びその特徴を把握する.(定期試験とレポート)
(2) 潤滑形態と摩擦状態の関係を理解する.(定期試験とレポート)
(3) 軸受潤滑の基礎知識をつける.(定期試験)
(4) 課題を通して理解を深めるとともに，自主的かつ継続的な学習が出来る．（課題）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 摩擦の機構や摩耗の種類及びその
特徴が理解でき，応用できる.

摩擦の機構や摩耗の種類及びその
特徴が理解できる.

摩擦の機構や摩耗の種類及びその
特徴が理解できない.

評価項目2 潤滑形態と摩擦状態の関係が理解
でき，応用できる.

潤滑形態と摩擦状態の関係を理解
できる.

潤滑形態と摩擦状態の関係を理解
できない.

評価項目3 軸受潤滑の基礎知識が理解でき
，応用できる. 軸受潤滑の基礎知識が理解できる. 軸受潤滑の基礎知識が理解できな

い.

評価項目4 課題を通して理解を深めるととも
に，他者の学習補助が出来る．

課題を通して理解を深めるととも
に，自主的かつ継続的な学習が出
来る．

課題を通して理解を深めるととも
に，自主的かつ継続的な学習が出
来ない．

学科の到達目標項目との関係
(分野別要件(工学(融合複合・新領域))基礎工学の知識･能力 JABEE基準2.1(1) 情報技術、専門工学の基礎を身につける 大分高専学習教育目標
(B2)
教育方法等

概要
ﾄﾗｲﾎﾞﾛｼﾞｰは流体力学, 材料, 化学, 物理などの境界領域に属する分野の学問であり, これらの領域の基礎知識を理解する.
　摩擦研究の歴史, 凝着摩耗における移着成長論, ｱﾌﾞﾚｯｼﾌﾞ摩耗, 流体潤滑などの基本について理解する.　将来, ﾄﾗｲﾎﾞﾛｼ
ﾞｰの知識を機械設計に生かす基本知識を身に付ける.

授業の進め方・方法 講義と課題

注意点 講義中に分からなければその場で分かるまで粘り強く質問すること．
授業中の課題，配布資料の要点をまとめてノートに整理すること．

評価
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 固体表面の性質 固体摩擦は凝着説と凹凸説があって長い対立をしてい
た背景を理解する.

2週 二表面の接触と真実接触面 クーロンの法則，初期摩擦と定常摩擦，繰り返し摩擦
と非繰り返し摩擦の違いなどについて学ぶ．

3週 摩擦の歴史 クーロンの法則，初期摩擦と定常摩擦，繰り返し摩擦
と非繰り返し摩擦の違いなどについて学ぶ．

4週 摩擦の機構 クーロンの法則，初期摩擦と定常摩擦，繰り返し摩擦
と非繰り返し摩擦の違いなどについて学ぶ．

5週 境界潤滑と混合潤滑 境界潤滑及び混合潤滑状態の特徴を理解する．
6週 境界摩擦の機構 境界潤滑及び混合潤滑状態の特徴を理解する．

7週 表面温度と境界摩擦
境界摩擦と混合潤滑

油性剤や極圧添加剤の目的と摩擦緩和のﾒｶﾆｽﾞﾑを理解
する.

8週 後期中間試験

4thQ

9週 後期中間試験の解答と解説
10週 摩耗の種類 凝着摩耗やｱﾌﾞﾚｯｼﾌﾞ摩耗のﾒｶﾆｽﾞﾑの違いを理解する.

11週 表面疲れ 繰り返しを伴うか否かで初期摩耗から定常摩擦への移
行が大きく影響されるﾒｶﾆｽﾞﾑを理解する.

12週 潤滑油の種類と性状 鉱油，合成油などの種類とその特徴を理解する．
13週 ﾚｲﾉﾙｽﾞ基礎方程式 ﾚｲﾉﾙｽﾞ基礎方程式を使って流体潤滑下
14週 ﾚｲﾉﾙｽﾞ基礎方程式 ﾚｲﾉﾙｽﾞ基礎方程式を使って流体潤滑下
15週 後期期末試験
16週 後期期末試験の解答と解説

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 90 0 0 0 0 10 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 90 0 0 0 0 10 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


